
　

山
門
高
校
は
、
本
年
度
創
設
百
五
周
年
を
迎
え
、
11
月
10
日
に

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
全
校

生
徒
の
一
層
の
成
長
と
、
山
門
高
校
の
百
十
周
年
に
む
け
て
の
発

展
を
祈
念
し
、
金
丸
敏
雄
校
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
元
衆
議
院
議
員
の
古
賀 

誠
様
（
本
校
昭
和
34
年
卒
）

よ
り
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
こ
そ
青
春
」
と
題
し
て
、
御
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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第21号
今年度入会者数
同窓会員総数

158 名
23,528 名

平成２９年１１月１０日

創
立
記
念
日 

記
念
講
演

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
こ
そ
青
春
」

 

（
昭
和
34
年 

卒
）

元
自
由
民
主
党
幹
事
長氏 

古
賀 

誠

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
（
ア
ス
カ
）

基
金
の
ご
支
援
に
よ
り
、
二
学
年
生
徒

が
、「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
に

２
名
、「
ふ
く
お
か
高
校
生
知
の
創
造

塾
」
に
５
名
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
活
動
に
参
加
し
た
生
徒
は
、

講
師
の
先
生
の
貴
重
な
お
話
を
伺
い
、

多
様
な
考
え
を
持
つ
高
校
生
と
議
論
を

交
わ
す
こ
と
で
、
自
分
自
身
を
振
り
返

り
、
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

確
実
に
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
通
し
、
今
後
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
に
な
る
も
の
と
私
ど
も
も
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
、
一

学
年
生
徒
対
象
に
、
メ
ン
タ
ー
制
度
を

採
用
し
、
７
名
の
同
窓
生
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
経
験
豊
富

な
同
窓
生
の
方
か
ら
、
直
接
ご
助
言
や

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
お
話
を

伺
っ
た
生
徒
も
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

し
た
。
ご
支
援
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

母
校
進
路
部
よ
り

種別 学校・企業名 人数

国
公
立
大

宮崎大 1
長崎大 3
福岡教育大 1
佐賀大 1
北九州市立大 1
福岡県立大 1
長崎県立大 2
熊本県立大 1
下関市立大　 2

私
立
大

同志社大 2
立命館大 1
関西大 1
関西学院大 2
関西外大 1
近畿大 3
西南学院大 11
福岡大 49
中村学園大 9
福岡工業大 7
九州産業大 16
筑紫女学園大 12
久留米大 39
帝京大 8
国際医療福祉大 14
聖マリア学院大 2
久留米工業大 14
崇城大 33

２８年度３月
卒業生の主な進路実績

種別 学校・企業名 人数

公
務
員

国家一般 2
東京都警視庁 1
東京特別区Ⅲ類 1
福岡県職 1
大木町役場 1
佐賀県警察官Ｂ 1
自衛官 2

就職 日本郵便株式会社 1

進
路
指
導
主
事  

白
鳥 

早
苗

　

さ
て
、
平
成
三
十
年
度
入
試
が
現
在

進
行
中
で
す
が
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
等

で
、
国
立
大
学
は
、
福
岡
教
育
大
・
佐

賀
大
・
長
崎
大
・
鹿
児
島
大
・
島
根

大
、
私
立
大
学
は
、
同
志
社
大
・
関
西

大
・
西
南
学
院
大
等
、
一
般
入
試
で
は

防
衛
大
学
に
３
名
が
合
格
し
て
お
り
ま

す
。
国
公
立
大
学
や
私
立
大
学
の
一
般

入
試
は
二
月
以
降
が
本
番
で
、
今
後
の

健
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
公
務
員
に
つ

い
て
は
、
11
名
が
最
終
合
格
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

順
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す

の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

今
後
も
、
本
校
は
生
徒
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
た
進
路
指
導
を
続
け
て
い

く
所
存
で
す
。
同
窓
会
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
く
場
面
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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山
門
高
校
同
窓
会

会
長板

橋 

元
昭

に
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
赴
任
以
来
、
私
の
使
命
は
、

来
る
平
成
34
年
（
新
元
号
4
年
）
の
山

門
高
校
創
立
百
十
周
年
の
折
に
、
百
周

年
の
時
以
上
の
評
価
が
い
た
だ
け
る
よ

う
な
学
校
の
姿
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と

で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
本
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
定
め
る
と
と
も
に
、「
四
つ

　

梅
花
香
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
山

門
高
校
同
窓
生
の
皆
様
に
は
元
気
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
今
春
１
５
８
名
の
卒
業
生
が

全
員
同
窓
会
に
入
会
し
、
お
陰
様
で
同

窓
生
の
総
数
は
２
３
５
２
８
名
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
五
月
三
日
の
総
会
は
、
中
川
輝

茂
実
行
委
員
長
を
中
心
に
平
成
七
年
卒

の
皆
さ
ん
の
肝
い
り
で
盛
会
裡
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
又
福
岡
支
部
（
福
岡

山
門
会
）
の
総
会
は
四
月
八
日
、
林
大

祐
支
部
長
（
昭
和
53
年
卒
）
の
も
と
福

岡
市
の
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
於
い

　

皆
様
の
母
校　

山
門
高
校
に
赴
任
し

て
2
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
日
ご

ろ
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援
、

ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

　

山
門
高
校
同
窓
会
か
ら
の
お
願
い

で
す
。

　

創
立
百
周
年
の
事
業
と
し
て
ア
ス

カ
基
金
を
創
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
今

後
の
山
門
高
校
発
展
の
援
助
と
な
る

よ
う
に
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
山
門
高
校
の
更
な

る
発
展
と
存
続
の
た
め
に
学
校
と
し

て
の
学
業
、
文
化
、
運
動
面
で
の
実

績
を
上
げ
る
た
め
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
山
門
高
校
同
窓
会
の
会
費

は
卒
業
後
は
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
せ
ん
。
資
金
面
で
は
今
後

厳
し
く
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
測
で

き
る
状
況
で
す
。

少
子
化
時
代
の

同
窓
会
を
考
え
る

山
門
高
校

校
長金

丸 

敏
雄

副
会
長
　
鷹
尾
レ
イ
子

副
会
長
　
山
内
　
一
明

校
長
挨
拶

同
窓
会
会
報
全
会
員
配
布
に
つ
い
て
の
お
願
い

て
、
関
東
支
部
の
総
会
は
、
九
月
三
十

日
、
亀
崎
英
敏
支
部
長
の
も
と
、
東
京

都
内
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

関
東
支
部
で
は
こ
の
総
会
で
亀
崎
英
敏

氏
か
ら
松
尾
紀
彦
氏
（
昭
和
46
年
卒
）

に
支
部
長
職
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
の
間
に
は
訃
報
も
あ
り
ま

し
た
。
長
い
間
理
事
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
旧
制
山
門
高
等
女
学
校
卒
の
川

龍
鄙
さ
ん
が
十
月
十
三
日
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
長
年
副
会
長

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
新
制
山
門

高
等
学
校
第
一
回
卒
業
の
鹿
田
久
子
さ

ん
が
十
一
月
十
一
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
ま

し
た
。
時
の
流
れ
を
身
に
し
み
て
感

じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
申
す
ま
で

も
な
く
現
在
の
日
本
の
社
会
は
少
子
高

齢
化
社
会
と
な
り
、
高
校
進
学
を
目
指

す
子
供
達
の
数
も
年
々
減
少
し
、
高
等

学
校
は
何
れ
の
学
校
も
定
数
減
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
山
門
高
校
も
往
時
に

比
べ
る
と
六
割
減
の
一
学
年
４
ク
ラ
ス

百
六
十
名
に
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
通
高
校
と
し
て
健
全
に
運
営
さ

れ
、
進
学
面
等
で
実
績
を
上
げ
て
ゆ
く

に
は
最
小
の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
十
二
月
に

は
正
副
会
長
で
県
教
育
長
に
今
後
こ
れ

以
上
の
定
数
削
減
が
な
い
様
要
望
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

学
校
創
立
百
周
年
を
機
に
、
皆
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
基
金

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
奨
学
金
制
度
を

新
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
二
十
九

年
度
六
名
を
選
考
し
支
援
活
動
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
良
き
成
果
に
結
び
つ

く
こ
と
を
願
は
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
。
金
丸
学
校
長
を
は
じ
め
先
生
方
も

一
丸
と
な
っ
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
成
り
行
き

を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
、
同
窓
会
は
正
副
会
長
が
担
当

す
る
三
つ
の
活
動
部
門
を
設
け
て
事
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
入
学
定
数
が
削

減
さ
れ
た
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で
地

域
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
私
達
の

母
校
山
門
高
校
が
存
続
し
発
展
し
て
ゆ

役職 氏名 卒年 正副会長の活動区分

名誉会長 古 賀 誠 S34 卒
会 長 板 橋 元 昭 S32 卒
顧 問 金 丸 敏 雄 学校長
顧 問 井 上 正 明 S47 卒
副会長（関東） 松 尾 紀 彦 S46 卒
副会長（福岡） 林　 大 祐 S53 卒
副 会 長 鷹尾レイ子 S32 卒
副 会 長 与 田 久 之 S35 卒
副 会 長 竹 井 澄 子 S41 卒
副 会 長 山 内 一 明 S44 卒
副 会 長 田 㟢　 剛 S48 卒
相 談 役 江 㟢 鈴 子 S31 卒
常任理事 千 田 忠 男 S33 卒
常任理事 板 橋 正 勝 S40 卒
常任理事 江 上 慎 介 S45 卒
常任理事 越 智 明 彦 S50 卒
常任理事 徳 永　 勉 S55 卒
常任理事 江 崎 善 隆 S60 卒
常任理事 松 尾 恵 次 H2 卒
全体理事 前 田 敦 子 S47 卒
全体理事 野 田 千 春 S51 卒
全体理事 西 嶋 由 美 S61 卒
書記（全体） 黒 木 雄 平 H3 卒
書記（校内） 冨 重 真 晴 S53 卒
会計（学年） 椛 島 博 規 S57 卒
書記（校内） 荒 木 秀 文 S56 卒
監 事 中 島 憲 一 S42 卒
監 事 田 中 俊 治 S45 卒
監 事 松 尾 良 介 S61 卒
オブザーバー 金 丸 敏 雄 学校長
オブザーバー 長濱美恵子 教　頭
オブザーバー 甲 木　 浩 事務長
オブザーバー（校内） 石 橋 洋 一 S57 卒

《 同 窓 会 常 任 役 員 名 簿 》
　（平成 30 年 3 月 1 日現在〜平成 31 年 5 月）

　

従
い
ま
し
て
以
下
の
2
項
目
に
つ

い
て
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

①②
　

尚
同
窓
会
報
に
は
各
学
年
の
集
ま

り
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
出
来
る
限

り
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く
に
は
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
世
界

規
模
で
活
動
す
る
同
窓
生
が
強
い
関
心

を
も
っ
て
応
援
し
て
い
た
だ
く
事
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
助
と
な
る

よ
う
企
画
広
報
事
務
局
等
活
動
担
当
よ

り
、
同
窓
会
会
報
の
全
会
員
配
布
計
画

が
出
て
参
り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
上
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

❶ 

企
画
・
広
報
・
事
務
局
活
動

《
担
当
》　
副
会
長
　
鷹
尾
レ
イ
子

　
　
　
　
副
会
長
　
山
内
一
明

《
事
業
》　
①
同
窓
会
報
の
編
集

　
　
　
　
②
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

　
　
　
　
③
事
務
局

❷ 

支
部
等
活
動

《
担
当
》　
会
　
長
　
板
橋
元
昭

　
　
　
　
副
会
長
　
松
尾
紀
彦
（
関
東
支
部
長
）

　
　
　
　
副
会
長
　
林
　
大
佑
（
福
岡
支
部
長
）

《
事
業
》　
①
支
部
総
会

　
　
　
　
②
卒
業
時
同
窓
会
担
当

　
　
　
　
　
ク
ラ
ス
役
員
の
会

❸ 
組
織
・
事
業
活
動

《
担
当
》　
副
会
長
　
与
田
久
之

　
　
　
　
副
会
長
　
竹
井
澄
子

　
　
　
　
副
会
長
　
田
㟢
　
剛

《
事
業
》　
①
同
窓
会
報
等
の
広
告
募
集

　
　
　
　
②
同
窓
会
報
の
全
会
員
配
布

　
　
　
　
③
総
会
当
番
学
年
へ
の
協
力

担
当

現
在
同
窓
会
報
は
極
一
部
の
会
員
に

し
か
渡
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
来

年
度
は
全
会
員
に
配
布
と
し
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
年
間
一
〇
〇
〇
円
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
会
報
お
よ
び
総
会
資
料
等
に

広
告
掲
載
欄
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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橋
本
先
輩
よ
り
タ
ス
キ
を
引
継
ぎ
ま

し
て
、
一
年
間
実
行
委
員
会
で
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
。
在
校
当
時
、
話
も
し

た
こ
と
が
無
か
っ
た
人
と
仲
良
く
な
っ

た
り
と
楽
し
い
事
も
あ
り
ま
し
た
、
が

一
方
で
心
配
事
も
で
き
た
り
と
色
々
な

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
と

な
っ
て
は
本
当
に
い
い
思
い
出
で
す
。

せ
っ
か
く
で
き
た
縁
で
す
の
で
今
後
も

の
必
要
性
」「
九
つ
の
具
体
的
方
策
（
九

本
の
矢
）」
を
具
現
化
す
る
と
い
う
学

校
経
営
計
画
を
策
定
し
、
改
革
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
四

つ
の
必
要
性
」
と
は
、
①
明
確
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る

必
要
性
、
②
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
で

教
職
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
成
果
目
標
達

成
に
集
中
さ
せ
る
必
要
性
、
③
よ
り
高

い
進
学
実
績
を
あ
げ
る
必
要
性
、
④
学

校
の
総
力
を
挙
げ
た
生
徒
募
集
体
制
を

構
築
す
る
必
要
性
、
を
指
し
ま
す
。
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
改
革
一
年
目
で
あ
っ
た
一

昨
年
に
、「
先

生
方
か
ら
の

厳
し
く
も
親

身
な
指
導
に

よ
っ
て
、
国
公

立
大
学
に
毎

年
50
名
以
上

の
合
格
者
を

輩
出
し
、
学
区

内
で
一
、二
を

争
う
普
通
科

進
学
校
と
な
る
。
ま
た
『
失
敗
を
経
験

し
た
た
く
ま
し
い
人
材
』
が
育
つ
学
校

に
な
る
。」と
定
め
ま
し
た（
大
意
）。「
九

つ
の
具
体
的
方
策
（
九
本
の
矢
）」
に

つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
い
た

し
ま
す
が
、
み
や
ま
・
柳
川
・
大
牟
田

の
中
学
生
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
今
、
こ
の
改
革

を
や
ら
な
い
と
山
門
高
校
の
発
展
は
難

し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ

の
改
革
を
具
現
化
す
る
に
当
た
っ
て
、

同
窓
会
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
る

奨
学
金
制
度
を
創
設
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
初

年
度
（
現
一
年
生
）
は
学
業
面
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
面
・
学
校
生
活
面
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
生
徒
た
ち

の
入
学
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
日
（
三
月
一
日
）
こ

の
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
く
卒
業
生

百
五
十
八
名
は
、
そ
の
改
革
を
2
年
生

か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

制
度
変
更
に
伴
う
戸
惑
い
を
与
え
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
ハ
ン
デ
ィ
を
も
の

と
も
せ
ず
、
学
業
面
で
も
行
事
面
で
も

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て

く
れ
ま
し
た
。

彼
ら
の
姿
を
見

て
い
る
と
、
山

門
高
校
は
一
、

『
校
則
で
は
な

く
校
風
で
治
ま

る
学
校
』
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
学
校
」
で
あ

る
と
誇
ら
し
く
思
え
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
彼
ら
に
「
自
分
は
こ
れ
く
ら
い

と
い
う
リ
ミ
ッ
タ
ー
を
外
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
、
高
校
ま
で
の
人
材

で
は
な
く
高
校
か
ら
の
人
材
に
な
っ
て

ほ
し
い
。」
と
卒
業
証
書
授
与
式
の
式
辞

で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
昨
年
度
よ

り
も
一
ク
ラ
ス
分
（
40
名
）
少
な
い
卒

業
生
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
諸
先
輩
方
に
よ
る

ご
指
導
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
た

ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
母
校

山
門
高
校
と
山
門
高
校
同
窓
会
の
益
々

の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、
昨
年
の
同
窓
会
総
会

に
多
数
の
同
窓
生
、
一
般
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
開
催
に
あ
た
り
会
長

を
は
じ
め
、
理
事
、
役
員
な
ど
の
同
窓

生
の
先
輩
方
、そ
し
て
校
長
を
は
じ
め
、

教
職
員
、
在
校
生
の
山
門
高
等
学
校
の

皆
様
に
も
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
準
備
を
す
る
に
あ
た
り
、
実
行

委
員
や
前
日
、当
日
だ
け
で
も
と
参
加
、

協
力
し
て
く
れ
た
同
期
生
の
皆
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
三
年
振
り
と
な
る
快
晴

で
し
た
。
朝
の
集
合
時
間
に
な
り
、
久

し
ぶ
り
に
多
く
の
同
級
生
と
会
え
て
本

当
に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

感
傷
に
浸
っ
て
い
る
訳
に
も
い
か
ず
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
へ
準
備
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
窓
会
総
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
一
部
の
総
会
も
無
事
終
わ
り
、
二

部
の
講
演
会
の
時
に
は
会
場
が
一
杯
に

な
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
は
、
ほ
っ

と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
石
原
良

純
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
で

聞
い
た
話
で
す
が
、
神
奈
川
県
か
ら
石

原
さ
ん
に
会
い
た
い
と
、
わ
ざ
わ
ざ
泊

り
で
来
た
若
い
女
性
が
い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
石
原
さ
ん
を
テ
レ
ビ
で
見
る
と

当
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

三
部
の
懇
親
会
の
中
で
行
う
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
は
同
級
生
で
も
あ
る
エ
リ

カ
の
歌
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。全
体
を
通
し
て
振
り
返
り
ま
す
と
、

小
さ
な
ミ
ス
、
不
手
際
が
あ
っ
た
と
は

思
い
ま
す
が
、
沢
山
の
方
々
よ
り
お
褒

め
の
言
葉
も
頂
き
、
大
成
功
だ
っ
た
と

言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

同
窓
会
総
会
を
終
え
て

▲ 石原良純 氏

▲ 各地から駆けつけた平成７年卒実行委員会メンバー

▲ 懇親会の様子

同
級
生
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
七
年
卒
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま

し
た
、「
つ
な
ぐ
」の
相
手
と
な
り
ま
す
、

平
成
八
年
卒
の
皆
さ
ん
、
分
か
ら
な
い

事
だ
ら
け
で
不
安
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
き
っ
と
立
派
な
総
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
会
議

や
準
備
等
を
行
い
、
次
へ
と
つ
な
い
で

貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
も
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
今
後
も
同
窓
会
に

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。山
門
高
等
学
校
、

在
校
生
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
、
山
門
高

校
同
窓
会
の
今
後
益
々
の
発
展
を
ご
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
平
成
７
年
卒
同
期

生
代
表
の
御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

前
年
度
実
行
委
員
長

平
成
七
年
卒

中
川
輝
茂
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【
発
行
】
山
門
高
校
同
窓
会　

平
成
三
十
年
三
月
一
日　
【
事
務
局
】
山
門
高
校
内　

℡ 

０
９
４
４-

６
２-

４
１
０
５　
【 

総
会
当
番
実
行
委
員
長
：
平
成
七
年
卒　

中
川 

輝
茂 

】

平
成
三
十
年
度 

同
窓
会
総
会
に
向
け
て

　

今
年
の
同
窓
会
総
会
の
幹
事
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
に
あ
た
リ
、
平
成
八
年
卒

業
の
同
期
生
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

誠
に
僭
越
な
が
ら
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、
実
行
委
員
と
し
て
の

活
動
を
通
し
て
う
れ
し
く
思
つ
て
い
る

こ
と
は
、
な
ん
と
い
つ
て
も
懐
か
し
い

同
期
生
と
の
再
会
で
す
。
高
校
時
代
に

仲
が
良
か
っ
た
友
人
と
も
、
高
校
時
代

一
度
も
話
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
同
期

生
と
も
あ
ら
た
め
て
仲
良
く
な
れ
、
思

い
出
話
に
花
が
咲
き
す
ぎ
て
会
議
が
長

引
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
40
歳
と

い
う
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
同
期
生
と

お
な
じ
目
標
に
向
け
て
活
動
で
き
る
こ

と
を
存
分
に
楽
し
み
な
が
ら
も
日
々
準

備
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
総
会
テ
ー
マ
は
「
山
門
に
集

合
!
～
今
し
か
な
い
、
こ
の
一
瞬
に
か

け
て
～
」
で
す
。
２
０
１
９
年
４
月
30

日
に
天
皇
陛
下
が
退
位
さ
れ
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
、
今
年
は
平
成
最
後
の
同
窓

会
総
会
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
平
成
八

年
卒
は
一
生
に
一
度
し
か
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
実
行
委
員
と
し
て
会
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
そ
し
て
、
同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
最
後
と
い

う
こ
の
節
目
の
総
会
を
盛
大
な
も
の
と

す
る
た
め
、
ま
さ
し
く
「
山
門
に
集

合
!
」
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
つ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
総
会
第
二
部
で
は
お

笑
い
コ
ン
ビ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
の
ゴ
ル
ゴ
松
本
氏

 
テ
ー
マ
「
山
門
に
集
合
！
～
今
し
か
な
い
、
こ
の
一
瞬
に
か
け
て
～
」

今
年
度
実
行
委
員
長

平
成
八
年
卒
　
弥
永 

陽
一

を
迎
え
、「
命
の
授
業
」
の
タ
イ
ト
ル

で
講
演
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ゴ
ル
ゴ
氏
は
２
０
１
１
年
よ
り

「
命
」
や
「
人
生
」
を
テ
ー
マ
に
少
年

院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
を
は
じ
め

ら
れ
、
笑
い
を
挟
み
な
が
ら
も
熱
く
訴

え
か
け
る
そ
の
内
容
は
各
地
で
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
講
演
の
基
と
な
っ
た
の
は
、
ゴ
ル
ゴ

氏
が
所
属
事
務
所
の
後
輩
芸
人
を
集
め

行
つ
て
い
た
通
称
「
ゴ
ル
ゴ
塾
」。
授

業
後
の
飲
み
代
も
塾
長
持
ち
で
、
見
返

り
を
求
め
ず
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る

後
輩
芸
人
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
私
は

同
窓
会
総
会
の
担
当
学
年
に
な
る
ま

で
同
窓
会
の
活
動
に
ほ
と
ん
ど
参
加
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
い
た
と
き
、
山
門
高
校
の

賭
先
輩
方
も
ゴ
ル
ゴ
氏
と
同
じ
気
持
ち

で
同
窓
会
の
活
動
を
や
っ
て
こ
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
、
私
も
後
輩
た

ち
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る

先
輩
に
な
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
、
こ
の

講
演
と
実
行
委
員
の
活
動
を
通
じ
て
得

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
総
会
開
催
準

備
に
あ
た
り
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
、
同
窓
会
関
係
各
位
並

び
に
山
門
高
校
職
員
の
皆
襟
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
総
会
当
日
に
「
山
門

に
集
合
!
」
出
来
る
方
、
来
れ
ず
と
も

応
援
・
協
力
い
た
だ
け
る
方
、
す
べ
て

の
皆
様
に
胸
を
張
つ
て
同
窓
会
総
会
の

成
功
を
ご
報
告
で
き
る
様
、
同
期
生
一

同
精
一
杯
頑
張
リ
ま
す
の
で
、
皆
様
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
代
表
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
門
高
校
同
窓
会
福
岡
支
部

　

山
門
高
校
同
窓
会
福
岡
支
部
（
通

称
：
福
岡
山
門
会
）
の
総
会
は
、
春
、

四
月
八
日
（
土
）
福
岡
市
天
神
ス
カ
イ

ホ
ー
ル
（
博
多
大
丸
最
上
階
）
に
於
い

て
林
大
祐
支
部
長
の
下
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
母
校
か
ら
は
金
丸
敏
雄
学
校

長
は
じ
め
先
生
方
の
御
出
席
を
頂
き

百
八
十
名
程
の
参
加
で
和
や
か
な
総

会
・
懇
親
会
で
し
た
。。

同
窓
会
ク
ラ
ス
役
員

福
岡
支
部
総
会
の
ご
案
内

関
東
支
部
総
会
の
ご
案
内

平
成
29
年
度
卒
業
生

（
平
成
30
年
3
月
卒
業
）

（
◎
は
学
年
代
表
）

　

男　

子

女　

子

1
組
　

古
賀　
　

歩
　

伊
藤　

瑠
華

2
組
　

河
野　

美
義
　

金
子　

奈
央

3
組
　

倉
本　

佳
史

◎
野
片　

桃
香

4
組
　

福
山　

和
馬
　

村
田　

早
希

【
名
称
】	

福
岡
山
門
会
総
会
・
懇
親
会

【
日
時
】	

平
成
三
十
年
四
月
十
四
日
（
土
）

　	

午
後
一
時
三
十
分 

受
付 

　	

午
後
二
時
三
十
分 

開
始

【
場
所
】	

天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル（
博
多
大
丸
最
上
階
）

　	

☎
〇
九
二（
七
一
二
）八
八
五
五

【
会
費
】	

男
性 

七
千
円
　
女
性 

六
千
円

【
問
い
合
せ
先
】

　	
☎
〇
九
〇（
三
七
三
三
）五
七
四
六

	

樋
口
（
50
年
卒
）

【
名
称
】	

山
門
高
校
同
窓
会
関
東
支
部
総
会

【
日
時
】	

平
成
三
十
年
九
月
二
十
九
日
（
土
） 

　	

正
午
開
会

【
場
所
】	

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

【
会
費
】	

六
千
円

【
問
い
合
せ
先
】

　	

☎
〇
九
〇（
四
六
六
三
）〇
三
〇
四

	

野
田
和
宏
（
昭
和
62
年
卒
）

支
部
だ
よ
り

山
門
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

　

山
門
高
校
同
窓
会
関
東
支
部
の
総
会

は
、
秋
、
九
月
三
十
日
（
土
）
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ケ
谷
に

於
い
て
亀
㟢
英
敏
支
部
長
の
下
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
板
橋
元

昭
会
長
、
学
校
か
ら
は
金
丸
敏
雄
学
校

長
の
御
出
席
を
頂
き
、　

八
十
余
名
の

出
席
で
楽
し
い
総
会
・
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
な
お
こ
の
総
会
に
お
い
て

亀
㟢
英
敏
支
部
長
が
退
任
さ
れ
、
松
尾

紀
彦
（
昭
和
46
年
卒
）
新
支
部
長
が
誕

生
し
ま
し
た
。

▲ 福岡山門会総会




